




















toShanghai,which isoneof themostrepresentativecities inChina, toconductaseriesof
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地　域 居　住 食　品 家電品 服装品 交　通 通　信 サービス
北京 1,212.89 4,560.52 1,077.47 1,442.42 1,232.07 941.18 621.74
上海 1,435.72 5,248.95 1,277.59 1,026.87 1,395.54 937.29 645.13
浙江 1,229.25 4,393.40 915.45 1,383.63 1,628.22 863.78 436.37
広州 1,254.69 4,503.86 1,033.03 719.26 1,593.77 800.89 405.00
天津 1,368.20 3,680.22 1,034.39 864.89 520.62 572.25 405.99
出所：都市部世帯当たり消費支出（2012年）（単位：元）より筆者作成。
表Ⅱ－３　2012年中国国内炊飯器市場シェア（販売台数・地域別）
地　域 国産ブランド パナソニック 区　域 国産ブランド パナソニック
東北 54.21％ 45.79％ 中部 63.96％ 36.04％
北部 56.22％ 43.78％ 北西 64.67％ 35.33％
華東 38.87％ 61.13％ 南西 56.59％ 43.41％
華南 44.61％ 55.39％
出所：中国国家信息中心「2012年上半期重点都市炊飯器小売市場分析」より筆者作成。







































































































































































































































1 上海 144 24.0
2 蘇州 91 15.2
3 揚州 37 6.2
4 湖州 28 4.7
5 杭州 118 19.7
6 紹興 66 11.0
7 嘉興 40 6.7














1 学生 0 0.0
2 会社・法人の経営者（含役員） 23 3.8
3 給与所得者（含役職者） 272 45.3
4 自営業 46 7.7
5 パート・アルバイト 71 11.8
6 その他職業 6 1.0
7 専業主婦（主夫） 179 29.8




2 会社・法人の経営者（含役員） 23 3.8 
3 給与所得者（含役職者） 272 45.3 
4 自営業 46 7.7 
5 パート・アルバイト 71 11.8 
6 その他職業 6 1.0 
7 専業主婦（主夫） 179 29.8 



































































































































































































































































































































































































































































































































































図Ⅳ－2 能効標識ラベル 左：五級能効標識 右：三級能効標識 
 
等級 定 義 
図Ⅳ－２　能効標識ラベル　左：五級能効標識　右：三級能効標識



































































中国（ｎ=250） 22.4 54 21.2 2.4
タイ(n=250) 29.7 25.8 18 26.5
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2007年 2008年 2009年 2007年 2008年 2009年
炊飯器 95.03 101.63 107.35 3,920 4,200 4,340 10
冷蔵庫 95.08 100.28 106.84 2,820 2,730 2,450 14
電子レンジ 53.39 54.57 57.18 － 1,200 － 10
IHクッキン
グヒーター
－ － － 2,487 2,980 － 5
出所：中国家電市場調査研究報告（2007－2009）
表Ⅳ－１　中国省エネマークの認知経路（省エネマーク認知者 n＝83）
順位 認知経路 ｎ ％
1 店頭の販売員 70 84.3
2 テレビ番組 48 57.8
3 店で実際に見て 33 39.8
4 知人・友人からの話 31 37.3
5 インターネットサイト（記事・ホームページなど） 22 26.5
5 家族からの話 22 26.5
7 店頭広告 21 25.3
8 製品パンフレット 16 19.3
9 雑誌記事 12 14.5
10 新聞記事 8 9.6
10 フリーペーパー記事 8 9.6
全体 83 100.0
出所：JETRO（2011a），p.5.

























炊飯器 順位 国・地域名 台数 構成比 国・地域名 台数 構成比
1位 中国 22,000 51 中国 25,500 53.2
2位 日本 6,516 15.1 日本 6,527 13.6
3位 韓国 2,645 6.1 韓国 2,735 5.7
4位 タイ 2,400 5.6 タイ 2,735 5.7
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考慮した上で製品を選択しないと、すぐに買い替えたり、使わなくなったりするので、ラ
イフスタイルに合った製品が優先され、その中で値段は少し高くても、省エネ機能の高い
パナソニックを検討していると思われる。
　パナソニックの進んだ省エネ技術は、中国市場での活躍の場を広げていくための大きな
武器であるとともに、パナソニック炊飯器シェアの拡大に向けた鍵にもなる。炊飯器の市
場シェアが伸び悩んでいると言われているにも関わらず、約80％の中国の消費者が新家電
商品や新サービスの購入、体験意向が強く、新商品やサービスが「テレビ番組で紹介され
る」、「友人・知人に勧められる」、「ネットで口コミされている」、「欲しくなる」と回答し
ており、新商品、新サービス、省エネ機能の認知経路や勧める人によっては、まだまだ炊
飯器は売れる、パナソニックの市場シェアが拡大できる可能性があることが伺える結果と
なっている。また、最近パナソニックの家電量販店などで見られる「店頭での大量陳列」も、
従来型の広告に比べ購入意欲をそそるとの回答が出ており、テレビ CMをはじめとする
従来型の広告における認知だけで購入意欲を高める手法には限界があると思われる結果と
なっている。
　今回の調査から見えてきたことは、中国の消費者は「友人・知人に勧められる」、「テレ
ビ番組で紹介される」、「店頭で大量に陳列している」商品やサービスは欲しくなる傾向が
あり、その商品やサービスに「省エネマーク」、「家族向け」、「一人暮らし向け」、「主婦向
け」という付加価値がつくことで、購入意欲が高められることが見えてくる。「友人・知
人」などの口コミ、「省エネ機能」、「店頭陳列」、「アフターサービス」が今後のマーケティ
ングの鍵になると思われる。
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